






























持たせた CD 誘導体が報告されている。本研究では，そのような CD 誘導体として
3,6-Anhydro-β-CD (1)を用い，2,6-Naphthalenedicarboxylate ion (2,6-NDC)との包接錯
体形成について，1H NMR 法を駆使して調べた。重水溶液中での 1 自体と，2,6-NDC との
包接錯体の 1H NMR シグナルを，様々な二次元 NMR 法を利用し帰属した。1 の分子空洞
内に位置する C(3)-H, C(5)-H に由来する 1H NMR シグナルは，2,6-NDC との包接錯体形
成において，グルコース基ごとで異なる方向へシフトすることが分かった（異方性環電流効
果）。また，1 と 2,6-NDC との包接錯体形成に伴うエントロピー変化量は，未修飾β-CD と
の包接錯体形成の際の場合よりも減少していることが判明した。 




2)  Complexation of a Disulfide Linked α-Cyclodextrin Dimer with 1-Alkanols 
（ジスルフィド結合α-シクロデキストリン二量体と 1-アルカノール類との包接錯体形成） 
 







二段階の包接平衡を経て，CD 二量体の両方の CD 環にゲストを包接した 1 : 2 型（ホスト：
ゲスト）包接錯体を形成することが明らかになった。さらに，比較的アルキル鎖の短いエタ
ノールや 1-プロパノールでは，一段階目の平衡でCD二量体の一方のCD環に包接されるが，




3)  The Effects of Cyclodextrins on the Thermal Denaturation and Renaturation Processes of 













水溶液中での熱安定性に及ぼす CD 添加の影響を調べた。 










CD の相互作用を研究するために，水溶液中でのタンパク質と CD の相互作用をタンパク質
の構造変化に鋭敏な円偏向二色性スペクトル，及び蛍光分光法を用いて調べ，CD がタンパ
ク質の芳香族アミノ酸残基側鎖と相互作用することによって，タンパク質の熱安定性を低下
させることを明らかにした。 
